
六貧

。平
城
宮

。
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
北
新
町

・
三
条
大
路

一
丁
目

ｏ
二
条
大

路
南

一
丁
日
、
大
和
郡
山
市
九
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
官
内
裏
東
方
東
大
溝
地
区
　
一
九
八
六
年
（昭
∝
Ｘ
二

月
―

一
一
月
、
同
佐
紀
池
南
辺
地
区
　
一
九
八
六
年

一
〇

月
、
左
京
三
条

一
坊

一
・
八
坪
　
一
九
八
七
年

一
月
を
二

月
、
左
京
三
条
二
坊
三
・
四
坪
　
一
九
八
六
年
七
月
、
左

京
三
条
二
坊
七
坪
　
一
九
八
六
年
九
月
を

一
九
八
七
年
四

月
、
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪
　
一
九
八
六
年

一
一
月
を

一

二
月

３
　
発
掘
機
Ｎ
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
町
田
　
章

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衝
跡

・
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

一　
内
裏
東
方
東
大
溝
地
区

（第

一
七
二
次
調
査
）

調
査
区
は
、
内
裏
東
外
郭
と
そ
の
東
方
に
あ
る
導
積
基
壇
建
物
群
か
ら
な
る

官
衛

（内
裏
東
方
官
衛
）
と
に
挟
ま
れ
た
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
を
中
心
と
す
る

地
区
で
あ
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
三
二
棟
、
門

一
棟
、
築

地
塀
二
条
、
掘
立
柱
塀
二
七
条
、
溝

一
〇
条
な
ど
で
あ
る
。
木
衛
は
、
東
大
溝

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
、
内
裏
東
方
官
衝
内
か
ら
東
大
溝
に
注
ぐ
五
条
の
暗
渠
、
東
西

溝
Ｓ
Ｄ
二
二
五
〇
と
そ
の
南
北
に
あ
る
溝
状
の
堆
積
、
掘
立
柱
南
北
塀
Ｓ
Ａ

一

二
九
〇
七
の
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
は
平
城
官
東
半
部
を
南
流
す
る
基
幹
排
水
路
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
第

一
二
九

。
一
三
九

・
三

一
。
一
五
四
次
の
各
調
査

（北
か
ら
順
に
）
で

検
出
し
て
お
り
、
今
回
は
二

一
次
と

一
五
四
次
の
間
で
約

一
二
〇
ｍ
に
わ
た
っ

て
調
査
を
行

っ
た
。
二

一
次
調
査
区
以
北
で
は
、
両
岸
を
玉
石
で
護
岸
し
た
石

組
溝
で
あ

っ
た
が
、
今
回
の
調
査
区
で
は
一
五
四
次
調
査
区
と
同
様
に
、
石
組

は
東
岸
の
み
で
西
岸
は
素
掘
り
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
ま
た
何
度
か
の
改
修
が
行

わ
れ
た
と
の
知
見
も
え
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
堆
積
層
は
大
き
く
六
層
に

分
け
ら
れ
、
木
簡
は
す
べ
て
の
層
か
ら
計
四
三
九
六
点
（う
ち
削
暦
二
七
七
六
点
）

が
出
上
し
た
。
最
下
層
か
ら
養
老
七
ぞ
神
亀
元
年
、
底
か
ら
二
層
目
か
ら
天
平

？
天
平
宝
字
年
間
、
三

。
四
層
日
か
ら
は
天
平
勝
宝
ｉ
天
平
宝
字
年
間
の
紀
年

銘
木
簡
が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。
ま
た
伴
出
し
た
土
器
や
軒
瓦
も
概
ね
層
序
に

従
い
平
城
官
出
土
遺
物
の
編
年
に
矛
盾
せ
ず
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
は
奈
良
時
代
を

通
じ
順
次
埋
没
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
か
ら
は
、
木
簡

以
外
に
も
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
木
製
品
で
は
、
人
形
等
の
祭
祀
具
、
独

楽

・
木
球
な
ど
の
遊
戯
具
、
物
差
、
蒔
絵
の
八
角
棒
状
品
、
黒
漆
塗
の
把
頭
等
、

金
属
製
品
で
は
、
皇
朝
銭
、
銅
製
人
形
、
海
老
錠
、
帯
金
具
等
、
土
器
で
は
、

人
面
墨
書
土
器
や
ミ
ニ
チ
ェ
ア
土
器
等
、
瓦
簿
類
で
は
緑
釉
導
等
が
注
目
さ
れ



1986年出上の木簡

る
。
文
字
資
料
と
し
て
は
木
簡
以
外
に
、
翌
連
官

工関
」
「
官
晨
衆
有
」
「
内
丞
口入
今
所
」
「〔̈
駆
第
甲〕
∧
蓉
Ё

「
オ
＾

官
所
」
「
大
炊
」
「
中
衛
」
「
衛
□
」
「
主
典
□
」
「庁
」

「
上
番
」
「
下
番
」
「
考
」
「
考
番
」
「
愧
皮
一膏
」
「神

人
」
な
ど
の
墨
書
の
あ
る
土
器
、
「
足
」
「
修
」
の

刻
印
や

「東
」
と
箆
書
き
の
あ
る
瓦
、

「
献
軍
器

□
」
と
墨
書
す
る
簿
な
ど
が
あ
る
。

Ｓ
Ｘ

一
二
七
八
七

・
一
二
七
九
二

。
一
二
七
九

八

・
一
二
八
六
三

・
一
二
九

一
二
は
内
裏
東
方
官

衝
内
か
ら
東
大
溝
に
注
ぐ
暗
渠
で
、
全
部
で
木
筒

一
三
六
点

（う
ち
削
暦
一
一〓
一点
）
が
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｘ

九
二

。
一
二
七
九
八
に
は
木
樋
が
残
り
、
ま
た
Ｓ
Ｘ
一

二

。
一
二
八
六
三
に
は
改
修
の
痕
跡
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
二
三
五
〇
は
内
裏
内
郭
内
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
九
〇
〇
か
ら
東
大
溝
に
注
ぐ

素
掘
り
の
東
西
溝
で
、
二
度
の
改
修
を
受
け
て
い
る
。　
木
簡
は
三
三
点

（う
ち

削
暦
二
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｘ
一
二
九

一
三

・
一
二
九

一
五
は
東
大
溝
の
西
壁
で
検
出
し
た
溝
状
の
堆

積
で
、
木
簡

一
〇
点

（う
ち
削
暦
一
点
）
が
出
上
し
た
。
い
ず
れ
も
東
大
溝
に
注

ぐ
東
西
溝
の
流
出
口
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

Ｓ
Ａ

一
二
九
〇
七
は
東
大
溝
の
西
岸
沿
い
に
あ
る
南
北
塀
で
、
四
間
分
を
確

認
し
た
。
そ
の
柱
穴
か
ら
木
簡
二
点
が
出
土
し
た
。

内
裏
束
方
官
衡

内
裏
束
外
郭

一
一　
佐
紀
池
南
辺
地
区

（第

一
七
七
次
調
査
）

本
調
査
は
平
城
官
西
北
辺
に
あ
る
佐
紀
池
の
南
で
実
施
さ
れ
た
。
検
出
し
た

奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
溝
四
条
で
、
二
次
に
及
が
整

地
な
ど
と
の
関
係
か
ら
四
期
に
区
分
で
き
る
。
木
簡
は
、
第

一
次
整
地
上
下
の

木
屑

・
炭
層
と
東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
か
ら
出
上
し
た
。

第

一
次
整
地
上
下
の
木
屑

・
炭
層

か
ら

は
木
簡
二
七
六
点
（う
ち
削
暦
七
〇

点
）
が
出
上
し
た
が
、　
同
じ
層
か
ら
和
銅
ｉ
養
老
六
年
の
紀
年
銘
木
簡
と
と
も

に
、
平
城
官
土
器
Ｉ
釜
立亀
？
天
平
初
年
頃
）
の
上
器
、
平
城
官
出
土
軒
瓦
編
年
第

Ｉ
期

（和
銅
ぞ
養
老
頃
）
の
軒
丸
瓦

。
軒
平
瓦
が
出
上
し
、
こ
れ
を
覆
う
第

一
次

整
地
上
か
ら
は
平
城
官
土
器
Ｉ
の
上
器
、
軒
瓦
編
年
第
Ｉ
期

（養
老
末
年
１
天
平

一
七
年
頃
）
の
軒
瓦
が
出
土
し
た
。

S D2700
一
二

七

八

七

・

三

七

八

七

。

一

二
七

一七
九

SX12863

SX12798

SX12792

第172次

調査区

内裏東方東大溝地区略図



Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
は
調
査
区
の
ほ
ば
中
央
で
検
出
し
た
素
掘
り
の
東
西
溝
で
、

幅
約
二

。
六
ｍ
、
深
さ
約
○

・
五
ｍ
を
測
る
。
こ
の
溝
は
第
二
次
整
地
上
の
上

か
ら
掘
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
は
三
点
が
出
上
し
、　
ほ
か
に
平
城
官
上
器
Ｖ

（宝

亀
ぞ
延
暦
初
年
頃
）
の
上
器
、
軒
瓦
編
年
第
Ⅲ
期
（天
平
一
七
年
ぞ
天
平
宝
字
頃
）
の

軒
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
末
期
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〓
一　
左
京
三
条

一
坊

一
・
八
坪

（第

一
八
〇
次
調
査
）

本
調
査
は
平
城
官
朱
雀
門
跡
の
南
東
で
実
施
さ
れ
た
。
検
出
し
た
主
な
遺
構

は
二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
と
朱
雀
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
九
九
二
〇
で
あ

る
。
木
簡
は
二
条
大
路
南
側
溝
か
ら
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
は
素
掘
り
の
東
西
溝
で
、
幅
約
二

。
三
ｍ
、
深
さ
約
○

・
四

ｍ
を
測
る
。
溝
内
の
堆
積
は
お
お
む
ね
上
下
三
層
に
分
か
れ
、
伴
出
遺
物
は
極

め
て
少
な
い
。
木
簡
は
上
層
か
ら
二
点
が
出
土
し
た
。

四
　
左
京
三
条
二
坊
三

。
四
坪
（第

一
七
四
十
一
〇
次
調
査
）

調
査
区
は
四
坪
の
西
北
部
に
あ
た
る
。
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱

建
物
七
棟
、
掘
立
柱
塀
七
条
、
井
戸

一
基
、
三

・
四
坪
の
好
境
小
路
と
そ
の
南

北
両
側
溝
等
で
、
Ａ
ぞ
Ｄ
の
四
期
に
区
分
で
き
る
。
木
筒
は
Ｂ
期
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

三
九
三
〇
の
埋
土
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
井
戸
枠
が
抜
き
取
ら

れ
て
い
て
、
埋
土
か
ら
は
奈
良
時
代
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
遺
物
が
伴
出

し
て
い
る
。

五
　
左
京
三
条
二
坊
七
坪

（第

一
七
八
次
調
査
）

調
査
区
は
七
坪
の
南
半
分
を
占
め
、
特
別
史
跡
官
跡
庭
園
の
北
に
接
す
る
。

奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
五
〇
棟
以
上
、
掘
立
柱
塀
三
九
条
以

上
、
溝

一
〇
条
以
上
、
井
戸

一
四
基
、
坪
境
道
路

一
条
、
坊
間
路

一
条
、
坪
内

道
路
二
条
、
旧
河
川
数
条
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
七
期
に
区
分
で
き
る
。
木

簡
は
溝
Ｓ
Ｄ

一
四
、
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五
五
の
柱
抜
取
り
穴
、
及
び
東
二
坊
坊

間
路
の
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
六
か
ら
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ

一
四
は
古
墳
時
代
よ
り
存
続
し
て
い
た
菰
川
水
系
の
流
路
を
奈
良
時
代

初
期
に
幅
を
狭
く
造
成
し
、
中
期
に
廃
絶
し
た
、
幅
三
ｉ
七
ｍ
、
深
さ
〇

・
四

五
ｍ
の
蛇
行
す
る
溝
で
あ
る
。
本
簡
は
こ
の
最
上
層
か
ら

一
点
が
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｂ
五
五
は
、
南
北
に
廂
を
も
つ
五
間
×
二
間
の
東
西
棟
で
、
こ
の
東
南
隅
の

柱
抜
取
り
穴
か
ら
木
簡

一
点
が
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｂ
五
五
は
奈
良
時
代
中
期
に
属

す
る
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
六
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
機
能
し
て
い
た
南
北
溝
で
、
幅
三

ｍ
、
深
さ

一
。
二
ｍ
あ
る
。
堆
積
土
は
三
層
に
分
か
れ
る
が
、
木
簡
は
そ
の
下

層
か
ら
合
計

一
一
二
点

（う
ち
削
暦
八
点
）
が
出
上
し
た
。

一ハ
　
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪

（第

一
七
九
次
調
査
）

調
査
区
は
十
四
坪
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
た
る
。
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
と
し

て
掘
立
柱
建
物
二
四
棟
、
掘
立
柱
塀
五
条
、
溝
四
条
、
井
戸
三
基
等
を
検
出
し

た
。
遺
構
は
大
別
し
て
Ａ

・
Ｂ
二
時
期
に
区
分
で
き
る
。
木
簡
は
Ｂ
期
の
井
戸

Ｓ
Ｅ
一
八
八
〇
の
埋
土
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
の
埋
土
か
ら
は
平

城
官
と
同
範
の
軒
平
瓦
が
伴
出
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
井
戸
は
金
属
製
品
の
製

作
に
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容



1986年 出上の木簡

一　
内
裏
東
方
東
大
溝
地
区

東
大
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

ω
　
・
ｘ
申
請
暇
日
事

。
ｘ
回
　
回
　
□

12J

酢
ヵ〕

□
監
ヵ〕

右
二
人
召
継
　
　
　
　
右
二
人
侍
従
所
」

・
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（ＰＳ
ｘ
ぉ
差

常
事

名
召
勝
烈
薪
ぃ
顧
期
螂
罵
翻
、
公
嵯
城
五
月
」

。
「
　
　
　
八
歳
十
月
七
日
宇
治

　
　
」
　

Ｈ
マ
（じ
、

８
Ｐ
Ｉ

名
右
依
下
毛
野
金
仙
不
食
期
自
今
日
迄

．
二
日
斉
三
箇
日
御
食
不
奉
□
回
□
　
」

。
「
同
国

・　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「僧
房
所

甲ら
×
ｃ
ｅ
ｘ
ヽ

３
，

『団
剛
酢
館

一
升
五
合
　
房
預
紀
福
足
食

鵡
↓

三
月
十
三
日
別
当
佐
伯
千
□

」

電
Ｓ
×
伽
Ｐ
ｘ
い
　
Ｏ
Ｈ

・　
　
御
垣
本
所
編
十
二
枚
之
□
回
料
□

ｏ
□

　

九

月

□

三

日

中

衛

□

□

□

□

　

　

　

命
９

入

．じ

益

ｏ
留

（穿
ひ

・
「
一
　
造
東
院
所
　
　
請
藁
参
□

。
「
。―
　

　

『嶋
万
程
行
』
　
　
　
　
　
　
　
（蟄
）益
マ
”
ｏヽ

名
造
五
丈
殿
所
請
合
釘
四
隻
各
長
七
十
右
為
宇
相
下
桁
固

料
請
如
件
」

・
「　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
九
日
領
紀
廣
穂

同
Ｈ
日

日
Ｈ
□
歳
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

史
襦
×
ф
∞
Ｘ
ヽ
　
⇔
】
ド

名
牒
上
　
男
縄
御
所

□
物
部
廣
公
相
替
請
丈
部
国
勝
　
」

名
右
人
上
官
好
申
而
令
下
甘
樫

殿
　
　
　
九
月
二
日
□
国
中
□
成
」

（Ｎ∞）
×
（μ⇔）
Ｘ
Ｐ
　
おい
μ

諄
∞
Ｏ
Ｘ
ф
中
×
ヽ
　
⇔
μ
解
　
エ
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ωこう    こつ l19

名
口

□

日
Ｈ
日

―Ｉ

Ｈ

川

回

造
宮
省
　
合
漆
回
漆
日
Ｈ
ＩＩ
Ｈ
□
万
呂
　
　
　
　
」

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
回

日
Ｈ
日
□
天
平
宝
字
三
年
卿
従
三
位
藤
原
調
則
ナ
溢

ｏ解

御
贄
納
三
斗
　
天
平
宝
字
六
年
十
二
月
ｘ
　

（じ
と
望
ω
ｏ留

紙
三
百
五
十
七
張
選
文
一
百
五
張

□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

【十
ヵ
〕

・　
　
　
縣
犬
甘
門

・
□
回
　
□
□
九
回
□

西
円
瓢齢
安
大
Ｆ
Ｍ
課
阻
　
　
給
ｘ

名

口
宣

（題
簸
軸
）

名

口
宣

名
宿
直

（題
簸
軸
）

名
宿
直

ｘ
百
汁
八

勝
宝
五
年
□
□
□
日
二
百
十
三

×
日
大
上
天
皇
」

「録
主
水
司
大
膳

北
陸
道
□
□
　
」

「
ｏ
　
造
兵
司
矢
作
表
万
呂
」

「内
隔
南
方
西
門
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｈじ
大
５
ふ

ｏ驚

・

名
北
西
門
　
他
田
宮
成
　
丈
部
□
敷
　
錦
ｘ

。
「　
　
　
　
　
　
□
合
四
人
　
　
　
　
　
　
　
（愁
ｙ
Ｓ
差

ｏ‘

名
＜
尾
張
国
智
多
郡
富
具
郷
和
本
部
臣
人
足

名
＜
調
塩
三
斗
天
平
勝
宝
七
歳
九
月
十
七
日

（μじ
恙
貿
∞
ｏ協

名
若
狭
国
三
方
郡
章
田
駅
子

三
家
人
国
□
御
調
塩
三
斗
」

。
「
　

　

『半

一
十

一
＊
普
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ超
溢
貿
”
ｏＨ

「く
丹
波
国
何
鹿
郡
拝
師
郷
柏
五
戸
秦
×
　

（懸
Ｙ
導
も

ｏ毬

名
＜
丹
後
国
与
社
郡
日
置
郷
庸
米
六
斗
く
」

名
＜
　
　
　
　
　
　
宇
良
採
部
身
万
呂
＜
」

醤
ｘ
導
養

ｏ世

＊

夜
三
百
十

一
」

（い『∽）
Ｘ
Ｈい
Ｘ
や
　
Ｏ
μψ

（只
Ｓ
）
×
μΦ
×
ф
　
ｏ
μΦ

解Ｓ
ｘ
６
∪
ｘ
∞

ｏ解

ド
０
ヽ
×

μ
り
×
∞
　
０
ド
μ
　
キ

益
ツ

ｈ
撃

（駕
）
×
Ｏ
ｅ
ｘ
∞　
ｏ曽

（］いじ
ｘ
∞卜
ｘ
∞
　
ｏ∞
μ

Ｇ
Ｏ
×
命
じ
×
伽
　
０２

（Φω）
Ｘ
〕や
×
⇔
　
００
μ



∞
∞
Ｏ
　
　
Φ
×

Ｈ
［

×

＝
［
∞

＊
　
　
∞
∞
Φ
　
　
∞

×

Ｈ
［

×

』
日
＝

淵
∞
〇
　
　
荀

×

［
∞

Ｘ

６
ω

＝
∞
〇

　

∞

〉へ
〇
出
Ｘ

∞
蝉

■
　
　
［
∞
Ｏ
　
　
Φ

Ｘ

∞
＝
×

い
ヽ

Ｘ
　
　
”
∞
〇
　
　
∞

×

Ｗ
¨

Ｘ

出
∞

出
∞
０

　

０

×

∞
［

×

』
∞
¨

瀾
い
〇
　
　
い

Ｘ

∞
瀾
Ｘ

（
Φ
ω
聟
）

［
∽
〇
　
　
章

Ｘ

Φ
¨

×

∞
∞
∞

「
　
　
　
　
摯

一
￥
当
国
ヨ
耳
暫
＞
」
。

「
口
回
□
□
影
土
躍
軍
淳
国
望
望
＞
」
・　
０

０
Ｆ
〓
〓
Ｃ
Ｓ
掌
里
単

「
早
手
燦
Ｔ
＞
」
　

０

「＞
Ｊ
獣
摯
樹
立
＞
」
　

ω

「
士
朝
」
　

①

「￥
￥
＞
」
　

①

「
〓
＋
勲
＞
」
　

④

士
　
　
Ｈ
∞
〇
　
　
∞
Ｘ
∞
¨
Ｘ
”
〇
［

¨
∞
〇
　
ヾ
×
∞
出
×
』
』

「＞
ｇ
＋
〕
升
Ａ
茎
Ｊ
￥
ツ
諏
躍
Ｙ
子
燿
国
三
年
単
燦
〒
て
ゴ
士
測
畢
Ψ
躍
影
躍
国
騒
□
＞
」

□
□
と
当
邁
調
和
叫
陣
叫
四
餌
型
肖
理
師
醜
珊
床
章
　
Ｊ
翻
醐
γ
帥
箋
爆
挙
口
〓
単
普
燦
￥
て
〓
Ⅳ
ま
尋
躍
滋
晋
国
望
挙
」

「Ｙ
醐
芍
碍
剤
郵
乳
倒
荏
刈
醐
師
陛
醐
床
ロ
ウ
〓
幸
郵
と
主
　
里
戟
Ｊ

一
朝
ツ
涵
薯
彩
冒
】
星
燦
奉
載
解
秘
士
盤
巳
調
国
μ
瑠
＞
」

【∞
Φ　
　荀
Ｘ
（∞
∞）
Ｘ
め∞
い「

□
□
□
》
翠
生
留
聯
》
聯
」
・

Ｔ

Ｖ
〕

「）
載
疑
彰
》
□
泌
章
申
捌
翠
劫
翠
揚
堅
騨
姻
上
．

ｘ
３
ｏ
』
溢
∞
益
∽＝
　
　
　
　
　
「＞
Ｊ
翻
ツ
甲
肇
国
中
期
＞
」

キ
路
ｏ
ヽ
苺
∞
当
Φ出

「
Ｙ
￥
解
不
謗
Ｗ
Ｉ
辛
寧
Ｖ
郵
翼
と
Ｘ
＞
」
。

「　
　
　
　
十
１
平
甲
難
立
甲
躍
疑
膨
＞
」
。

Ｘ
　
　
渭
∞
〇
　
い
×
』
［
×
〇
い
召

「
　
Ｊ

　

暫
＋
翠
身
郵
剰
と
当
　
　
　
里
繋
軍
謗

＞

　

一二
運
動
物
勒
皆
中
鮨
滋
璽
躍
幸
軍
国
差
印
＞
」

酪
ｏ
ｗ
益
∞
大
ωＳ

×
□
□
樹
ｇ
γ
宰
Ⅵ
燦
獣
躍
国
軍
国
ぼ
▽
＞
」

「＞
Ｊ
￥
￥
聯
甚
膨
緯
ｒ
γ
学
窮
燦
獣
割
軍
町
躍
国
峯
国
μ
》
＞
」

「半
里
￥
零
畢
冒
】
解
辞
】
単
上
□
解
翻
叢
躍
鍵
と
国
勢
Ｔ
＞
」
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＜
周
防
国
佐
波
郡
牟
礼
郷
上
村
里
戸
辛
人
床
日
回
□
二
枚
神
亀
三
年
十
月
＜
」

溝
状
唯
積
Ｓ
Ｘ

一
二
九

一
三

「＜
阿
波
国
那
賀
郡
薩
麻
駅
子
戸
鵜
甘
部
□
麻
呂
戸
同
部
牛
調
堅
魚
六
斤
□
平
七
×
＜
」

「＜
因
腸
国
巨
濃
郡
潮
井
郷
河
会
里
物
部
黒
麻
呂
中
男
作
物
海
藻
六
斤
　
天
平
七
年
七
月
＜
」

⑥
の
紀
福
足
は
延
暦

一
二
年
六
月

一
一
日
の

「東
大
寺
解
」

（『平
安
遺
文
』

八
十
四
一一八
九
）
に
正
六
位
上
行
中
監
物
と
し
て
名
前
が
み
え
る
人
物
に
あ
た
ろ

う
。
こ
の
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
最
上
層
か
ら
の
出
上
で
あ
り
、
年
代
的
に

も
矛
盾
し
な
い
③
③
ｉ
⑩
は
造
営
関
係
の
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
造
営
関

係
木
簡
が
数
点
出
上
し
て
お
り
、
⑩
の
天
平
宝
字
三
年
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
と

同

一
の
層
に
集
中
す
る
。
天
平
宝
字
年
間
は

『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
宮
の

改
作
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
今
回
の
一
連
の
木
簡
も
こ
れ
と
関
わ
る
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
、
天
平
宝
字
三
年
の
時
点
の
造
宮
卿
の
名
前
は
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
⑩
の
木
簡
に
よ
っ
て
、
従
三
位
の
藤
原
氏
で
あ
る
か

ら
、
藤
原
永
手
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
ｉ
の
は
門
に
関
係
す
る
木
簡
で
あ

る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
東
大
溝
の
西
の
内
裏
東
外
郭
に
あ
た
る
場
所
で
多
く

の
建
物
や
塀
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
遺
構
が
門
の
守
衛
に
関
わ
る
も
の
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
貢
進
荷
札
で
は
Ｇ
の
木
簡
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
参
河
国
幡
豆

（芳
図
）
郡
の
贄
貢
進
荷
札
は
析
嶋
と
篠
嶋
の
ニ
カ
所
の
例

の
み
知
ら
れ
て
い
た
が
、
二
つ
の
島
に
狭
ま
れ
た
日
間
賀
島

（比
莫
嶋
）
か
ら
も

（］∞卜）
×
や卜
Ｘ
∞　　〇∞
μ

や
⇔
ド
Ｘ

中
ヽ
×

釦
　

Φ
∞
【

∞
⇔
∞

Ｘ

的
∞

×

∞
　
　
〇
∞
ド
　
　
Ｘ

贄
が
貢
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
比
莫
鳴
の
贄
の
荷
札
は
次
の
佐
紀

池
南
辺
地
区
か
ら
も
出
上
し
て
い
る

（後
掲
）。
側

。
②
は
専
当
官
の
記
載
が
あ

る
荷
札
で
あ
る
。
以
前
の
出
土
例
と
合
わ
せ
て
、
専
当
官
の
荷
札
は
四
点
と
な

っ
た
。
例

，
①

。
⑭
に
は
駅
子
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
は
じ

め
て
知
ら
れ
た
駅
名
で
あ
る
。

一
一　
佐
紀
池
南
辺
地
区

木
屑

・
炭
層

⑪

　

「＜
伯
脅
国
相
見
郡
巨
勢
郷
雑
騰

一
斗
五
升
養
老
□
年
十
月
＜
」

牌
Φ
『
×
μ
卜
×
∞
　
〇
∞
μ

②
　
。
「＜
若
狭
国
遠
敷
郡
離
麟
一里
坦
国
際
剛
＜
」

名
＜
和
銅
四
年
四
月
十
×
　
　
　
＜
」
　
　
　
μ⇔マ
∞費
”
巨

①

　

「＜
讃
岐
国
香
川
郡
細
郷
生
壬
得
万
白
米
五
斗
＜
」

牌
∞
伽
Ｘ
］
∞
×
”
　
　
Φ
∞
μ
　
　
■

①
　
。
「
丹
比
門
十
二
月
番
下
□

名
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（憲
）
ｘ
遭
赴

ｏ‘
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1986年出上の木簡

(9)

二
‐
　
　
　
　
□
河

丈
部
若
麻
呂
　
　
丈
部
若
麻
呂

天
剛
く
く
　
　
　
天
剛
く
く

熱
□

丈
部
若
麻
呂
　
　
丈
部
若
麻
呂

天
剛
く
く
　
　
　
天
剛
く
く

長
□
　
　
　
　
　
」

≒
急
く
如
く
律
く
令
く
　
　
　
　
」
（右
側
面
）

名
急
く
如
く
律
く
令
く
　
　
　
　
」
（左
側
面
）
μ］受
ぷ
×
“

自
岸
キ

「
く
大
林
薦
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨中望
］聟
∞

〔耳
≧

「＜
供
　
御
□
糸
十
約
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｐμジ
ゃ支
伽

□
染
司
在
釜

一
口
酔
仮一
駅
臥
附

□
部
造
得
末
呂
□
作
□
□
酢
翻
未
□

□
□
足
三
在
入
六
斗
釜
二
口
受
　
　
　
　
（臣
ゞ
ａ
ｙ
Ｎ
ｏ解

「＜
参
河
国
芳
豆
郡
比
莫
鳴
海
部
供
奉
四
月
料
大
贄
＝

＝
黒
鯛
六
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的ｏ聟
μ貿
∞
ｏ駕

キ

⑩

　

「＜
美
濃
国
麦
門
冬
五
升
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
ｙ
］Ｖ
∞
ｏ懇

エ

①

　

「＜
主
水
司
布

一
端
六
尺
」
　
　
　
　
　
　
ＰＳ
通
宴
∞
ｏ駕

キ

⑫
　
。
「＜
南
方
帳
十

一
回
」

名
＜
二
回
副
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞ダ
］貿
ｏ
ｏ駕

０
は
特
異
な
記
載
を
持
つ
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
出
上
し
た
層
か
ら
考
え
て
、

奈
良
時
代
の
前
半
に
遡
る
こ
と
に
な
り
、
呪
符
木
簡
と
し
て
は
藤
原
宮
跡
第
四

七
次
出
上
の
も
の
（本
誌
掲
載
）
と
と
も
に
最
古
の
部
類
に
属
す
る
。

東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五

⑬

　

＜
讃
岐
国
香
川
郡
細
郷
秦
公
□
　
　
　
　
　
（霊
∀
〕受
伽
ｏ毬

〔官

≧

⑭
　
・星
型
左
弁
□
巖
苅蚊

名
丈
部
伯
麻
呂
　
伯
麻
×
　
　
　
　
　
　
　
（霞
∀
〕ダ
∞
ｏ‘

四
　
左
京
三
条
二
坊
三
・
四
坪

井
戸
Ｓ
Ｅ
三
九
三
〇

ω

　

＜
小
□
郷
弟
国
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

赴
露
ω
ｏ毬



五
　
左
京
三
条
二
坊
七
坪

薄

Ｓ
Ｄ

一
四

ω
　
。
「尾
張
国
海
部
郡
嶋
里
」

名
回
連〔酢
配
□
□
口
　
」

坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
六

②

　

「□
回

井
国
人
等
上
日
帳
」

０

　

正
宮
四
人
　
内
蔵
二
人

④

　

播
磨
国
神
前
郡
陰
山
郷
□
ｘ

Ｏ

　

「＜
厨
布
直
銭
二
貫

⑥
　
　
ｘ
年
二
月
料
御
贄
宇
波
加
六
斤
」

②
は
木
箱
の
蓋
に
墨
書
し
た
も
の
。
①
は
上

・
下
端
が
二
次
的
に
削
ら
れ
て

い
る
。

一ハ
　
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪

井
戸
Ｓ
Ｅ
一
八
八
〇
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